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八

特
例
認
定
相
続
承
継
会
社
が
商
号
の
変
更
を
し
た
場
合
、
本
店
の
所
在
地
を
変
更
し
た
場
合
、
合
併
に
よ
り

消
滅
し
た
場
合
又
は
株
式
交
換
若
し
く
は
株
式
移
転
に
よ
り
他
の
会
社
の
法
第
七
十
条
の
七
の
六
第
十
三
項
第

三
号
に
規
定
す
る
株
式
交
換
完
全
子
会
社
等
と
な
つ
た
場
合
又
は
解
散
（
会
社
法
そ
の
他
の
法
律
の
規
定
に
よ

り
解
散
を
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
場
合
の
当
該
解
散
を
含
む
。）を
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
旨

九

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

13

法
第
七
十
条
の
七
の
八
第
五
項
第
三
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
施
行
令
第
四
十
条
の
八
の

八
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
令
第
四
十
条
の
八
の
二
第
十
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た

し
て
い
る
こ
と
並
び
に
法
第
七
十
条
の
七
の
八
第
一
項
の
相
続
税
の
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
同
項
の
規
定
の

適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
例
経
営
相
続
承
継
受
贈
者
に
係
る
特
例
認
定
相
続
承
継
会
社
が
同
項
の
特
例
贈
与
者

の
死
亡
に
係
る
円
滑
化
省
令
第
十
三
条
第
四
項
又
は
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
確
認
を
受
け
て

い
る
こ
と
と
す
る
。

第
三
十
条
の
二
第
一
項
第
二
号
中
「
認
定
特
定
事
業
再
編
計
画
」
を
「
認
定
特
別
事
業
再
編
計
画
」
に
改
め
、
同

条
第
二
項
中
「
第
三
項
第
二
号
イ
」
を
「
第
四
項
第
二
号
イ
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
百
十
四
条
第
二
項
」

を
「
第
百
二
十
八
条
第
二
項
」
に
、「
認
定
創
業
支
援
事
業
計
画
」
を
「
認
定
創
業
支
援
等
事
業
計
画
」
に
、「
第
百
十

三
条
第
一
項
又
は
第
百
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
百
二
十
七
条
第
一
項
又
は
第
百
二
十
八
条
第
一
項
」
に
、「
第
二
条

第
二
十
五
項
」
を
「
第
二
条
第
二
十
六
項
」
に
、「
特
定
創
業
支
援
事
業
」
を
「
特
定
創
業
支
援
等
事
業
」
に
改
め
、

同
条
第
六
項
中
「
第
八
十
条
第
四
項
の
」
を
「
第
八
十
条
第
五
項
の
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
八
十
条
第
四

項
第
一
号
」
を
「
第
八
十
条
第
五
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
号
イ
及
び
ロ
中
「
第
八
十
条
第
四
項
」
を
「
第
八
十
条

第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
八
十
条
第
四
項
第
二
号
」
を
「
第
八
十
条
第
五
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
第
八
十
条
第
三
項
」
を
「
第
八
十
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

法
第
八
十
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
登
記
の
申
請
書
に
、
当
該
登
記
が
同
項

の
規
定
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
主
務
大
臣
の
証
明
書
で
、
当
該
登
記
を
受
け
る
事
項
が
同
項

の
規
定
に
該
当
す
る
こ
と
及
び
当
該
事
項
が
記
載
さ
れ
た
同
項
の
認
定
経
営
力
向
上
計
画
に
係
る
認
定
の
日
の
記

載
が
あ
る
も
の
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
一
条
の
四
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
低
未
利
用
土
地
権
利
設
定
等
促
進
計
画
に
基
づ
き
不
動
産
を
取
得
し
た
場
合
の
所
有
権
等
の
移
転
登
記
等
の
税

率
の
軽
減
を
受
け
る
た
め
の
手
続
）

第
三
十
一
条
の
四
の
二

法
第
八
十
三
条
の
二
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
、
申
請
に
よ
り
登
記
を
受

け
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
登
記
の
申
請
書
に
、
当
該
登
記
が
同
条
の
規
定
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
の
市
町
村
長
の
証
明
書
で
、
当
該
登
記
に
係
る
土
地
又
は
建
物
の
所
有
権
、
地
上
権
又
は
賃
借
権
の
取

得
が
同
条
に
規
定
す
る
低
未
利
用
土
地
権
利
設
定
等
促
進
計
画
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
並
び
に
当
該
低
未
利

用
土
地
権
利
設
定
等
促
進
計
画
に
係
る
都
市
再
生
特
別
措
置
法
第
百
九
条
の
八
の
規
定
に
よ
る
公
告
が
あ
つ
た
日

及
び
当
該
取
得
の
日
の
記
載
が
あ
る
も
の
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
八
十
三
条
の
二
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
、
市
町
村
長
の
嘱
託
に
よ
り
登
記
を
受
け
よ
う

と
す
る
場
合
に
は
、
市
町
村
長
に
対
す
る
登
記
の
嘱
託
の
請
求
書
に
同
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
旨

を
記
載
し
、
当
該
登
記
の
嘱
託
書
に
前
項
の
市
町
村
長
の
証
明
書
を
添
付
し
て
当
該
登
記
の
嘱
託
を
す
べ
き
旨
の

請
求
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
一
条
の
五
第
一
項
中
「
第
八
十
三
条
の
二
第
一
項
の
」
を
「
第
八
十
三
条
の
二
の
二
第
一
項
の
」
に
、「
第

八
十
三
条
の
二
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
八
十
三
条
の
二
の
二
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
八

十
三
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
八
十
三
条
の
二
の
二
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
八
十
三
条
の
二
第
三

項
の
規
定
の
」
を
「
第
八
十
三
条
の
二
の
二
第
三
項
の
規
定
の
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
八
十
三
条
の
二
第

三
項
の
」
を
「
第
八
十
三
条
の
二
の
二
第
三
項
の
」
に
、「
第
八
十
三
条
の
二
第
三
項
第
一
号
イ
」
を
「
第
八
十
三
条

の
二
の
二
第
三
項
第
一
号
イ
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
八
十
三
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
八
十
三
条
の
二
の

二
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
の
七
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
特
定
連
絡
道
路
工
事
施
行
者
が
取
得
し
た
特
定
連
絡
道
路
に
係
る
土
地
の
所
有
権
の
移
転
登
記
の
免
税
を
受
け

る
た
め
の
手
続
）

第
三
十
一
条
の
七
の
二

法
第
八
十
四
条
の
二
の
二
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
登
記
の
申
請

書
に
、
当
該
登
記
が
同
条
の
規
定
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
国
土
交
通
大
臣
の
証
明
書
で
、
当

該
登
記
に
係
る
土
地
の
所
有
権
の
取
得
を
し
た
者
が
同
条
に
規
定
す
る
特
定
連
絡
道
路
工
事
施
行
者
で
あ
る
こ

と
、
当
該
土
地
の
所
有
権
の
取
得
が
同
条
に
規
定
す
る
特
定
連
絡
道
路
の
用
に
供
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
及
び
当
該
取
得
の
日
の
記
載
が
あ
る
も
の
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

14

法
第
七
十
条
の
七
の
八
第
五
項
第
三
号
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
証
す
る
書
類
は
、
次

に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

法
第
七
十
条
の
七
の
八
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
係
る
相
続
の
開
始
の
時
に
お
け
る
特
例
認
定
相
続
承
継
会

社
の
定
款
の
写
し
（
会
社
法
そ
の
他
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
定
款
の
変
更
を
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
事
項
が

あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
含
む
。）

二

前
号
の
相
続
の
開
始
の
時
に
お
け
る
特
例
認
定
相
続
承
継
会
社
の
株
主
名
簿
の
写
し
そ
の
他
の
書
類
で
当
該

特
例
認
定
相
続
承
継
会
社
の
全
て
の
株
主
又
は
社
員
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地
並
び
に
こ
れ
ら

の
者
が
有
す
る
当
該
特
例
認
定
相
続
承
継
会
社
の
株
式
又
は
出
資
に
係
る
議
決
権
の
数
が
確
認
で
き
る
も
の

（
当
該
特
例
認
定
相
続
承
継
会
社
が
証
明
し
た
も
の
に
限
る
。）

三

円
滑
化
省
令
第
十
三
条
第
四
項
又
は
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
の
申
請
書
の
写
し
及
び
当
該

申
請
書
に
係
る
同
条
第
六
項
の
確
認
書
の
写
し

四

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
書
類

15

第
二
十
三
条
の
十
二
の
三
第
十
五
項
及
び
第
十
六
項
の
規
定
は
、
施
行
令
第
四
十
条
の
八
の
八
第
十
五
項
に
規

定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
三
条
の
十
二
の
三
第
十

五
項
第
五
号
中
「
第
十
二
条
第
二
十
項
、
第
二
十
三
項
、
第
二
十
五
項
又
は
第
二
十
七
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十

二
条
第
十
九
項
、
第
二
十
二
項
、
第
二
十
四
項
又
は
第
二
十
六
項
」
と
、「
同
条
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第

二
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

16

第
二
十
三
条
の
十
二
の
三
第
十
七
項
の
規
定
は
、
施
行
令
第
四
十
条
の
八
の
八
第
十
五
項
第
五
号
に
規
定
す
る

財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

17

第
二
十
三
条
の
九
第
二
十
六
項
の
規
定
は
、
法
第
七
十
条
の
七
の
八
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
条

の
七
の
二
第
十
四
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
国
税
通
則
法
第
五
十
条
第
二
号
に
規
定
す
る

財
務
省
令
で
定
め
る
要
件
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

18

第
二
十
三
条
の
九
第
三
十
二
項
及
び
第
三
十
三
項
並
び
に
第
二
十
三
条
の
十
第
二
十
五
項
か
ら
第
二
十
九
項
ま

で
の
規
定
は
、
法
第
七
十
条
の
七
の
八
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
条
の
七
の
二
第
十
六
項
か
ら
第

二
十
一
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

19

第
二
十
三
条
の
九
第
三
十
五
項
か
ら
第
三
十
八
項
ま
で
及
び
第
二
十
三
条
の
十
第
十
項
の
規
定
は
、
法
第
七
十

条
の
七
の
八
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
条
の
七
の
二
第
二
十
二
項
か
ら
第
二
十
六
項
ま
で
の
規
定

の
適
用
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、第
二
十
三
条
の
九
第
三
十
六
項
第
二
号
中「
い

ず
れ
の
者
」
と
あ
る
の
は
、「
い
ず
れ
の
者
（
施
行
令
第
四
十
条
の
八
の
六
第
一
項
第
二
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ

る
者
を
除
く
。）」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

20

第
二
十
三
条
の
九
第
三
十
九
項
か
ら
第
四
十
三
項
ま
で
及
び
第
二
十
三
条
の
十
第
四
十
項
か
ら
第
四
十
八
項
ま

で
の
規
定
は
、
法
第
七
十
条
の
七
の
八
第
十
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
条
の
七
の
二
第
三
十
一
項
か
ら

第
三
十
九
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

21

第
二
十
三
条
の
九
第
五
十
項
及
び
第
五
十
一
項
の
規
定
は
、
法
第
七
十
条
の
七
の
八
第
十
五
項
に
お
い
て
準
用

す
る
法
第
七
十
条
の
七
の
二
第
四
十
項
及
び
法
第
七
十
条
の
七
の
八
第
十
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
条

の
七
の
二
第
四
十
一
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

22

第
二
十
三
条
の
十
二
の
三
第
二
十
項
か
ら
第
二
十
九
項
ま
で
の
規
定
は
、
法
第
七
十
条
の
七
の
八
第
十
七
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
七
十
条
の
七
の
六
第
十
三
項
か
ら
第
二
十
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て

準
用
す
る
。
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